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国
宝

コ
二
重
塔
の
延
焼
防
げ
/
」
|
。
上
田

消
防
本
部
は
五
月
十
二
目
、
別
所
温
泉
の

文
化
財
保
護
を
目
的
と
し
た
火
災
想
定
訓
練
を
行
し

ま
し
た
。
中
央
・
南
部
両
消
防
署
、

川
西
分
署
、
市

消
防
団
第
十
七
分
団
、
安
楽
寺
が
参
加
。

同
日
午
前
十
時
、
「
訓
練
/
安
楽
寺
火
災
」
の
通

報
で
か
け
つ
け
た
署
員
ら
は
関
係
者
、
観
光
客
が
見

守
る
中
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
消
を
始

め
ま
し
た
。
同
十
時
五
分
す
ぎ
、
塔
の

か
所
の
噴
水
口
か
ら
一
斉
に
三
十
秒

水
の
ド
ー
ム
に
す
っ
ぽ
り
包
み
込
ま



ルポ古紙再生

分別回収された古紙はどの

ような過程を経て再生さ

れていくのでしょうか。

グ
巨
大
ミ
キ
サ
ー
4

。、レ。、、

，ノ，ノ，ノ

資源囲収ステーションに高く積

まれた古紙類。回収当日は、早

朝から自治会役員らが立ち合う

て
紙
を
“
卜
口
卜

口
/
-

-

製
紙
工
場
を
訪
ね
て
・

取り壊された古紙はパワー

ショベルで運ばれ、パルパ

ーの中に放り込まれる

会
円cu加盟の回収業者によって

トラックに積み込まれる

' 
一
括
し
て

R
C
Uの
中
継
業
者
に

運
び
込
ま
れ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
プ

レ
ス
処
理
さ
れ
る

---喝、一ー・』喝
、、包司

， ， 
』

.句

上田市から回収された古紙は直

納庖を経て、 一部は、松本市の

製紙工場に

広
大
な
ヤ

l
ド

(保
管
場
所
)
に
う
ず
し口川
〈
杭
ま

れ
た
ん
紙
の
山
、
山
:
・
。
卜し
川
市
で
阿
収
さ
れ
た
山

紙
の
.
部
が
引
き
取
ら
れ
て
い

る
と
い
う
本
州
製
紙

松
本
工
場
を
訪
ね
た
。

こ
の
[
場
は
、
山
紙
の
使
削

比
率
が
か
な
り
お
く
、

制
収
十川
紙
や
応
業
卜
け
紙
を
、主

眼
科
仁
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
.
原
紙
そ
製
造
し
て
い
る
。

不
況
の
影
山
明
け
で
操
業
短
縮
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
の
は
、

こ
の
に
場
、
だ
け
で
は
な
い
。
ヤ

l
ド
に
は
、

原
料

t
し
て
使
わ
れ
ず
に
眠

っ
た
ま
ま
の
山
紙
も
か

な
り
あ
る

t
い
う
。
景
気
が
上
向
け
ば
、
包
装
資
材

の
需
要
が
仲
び
、
ゲ
マ
シ
ン
h

の
操
業
皮
が
お
ま
る
。

そ
う
す
る
と
、
当
然
占
紙
の
仙
川
最
も
明
え
る
計
吟

に
な
る
の
だ
が
・:
。

再
生
紙
は
果
た
し
て
「
高
い
」?

十い
紙
h
T
使
う
と
い
う
の
は
、

「水
米
は
コ

ス
ト
ダ
ウ

ン
の
た
め
。

こ
こ

プ
、
一.
.
午
の
再
伺
紙
ブ

ー
ム
は
、

わ
れ
わ
れ
の
感
党
と
は
・妥
肢
に
価
絡
が
高

い

t
い
う

イ
メ

ー
ジ
舎
も
た
ら
し
た
」
と

i
場
関
係
打
。
確
か

[2l 7 6. 広報うえだ5.
奴RCU(リサイクル・コミュニティ・ウエダ)は、長野県資源回収集組合連合会上小支部の会員

の中から、 上回市が進めている可燃物の資源分別回収のために結成された組織で、現
在11業者からなっています。



圃

ドロド巨大なミキサー「パルパーJo30・Cの温水と共にかきまぜて、

口にし、繊維をほぐす。そして、その繊維をからませる洗濯機のお化け?

~ 
口みホ
|をツ
ル除チ
にきキ
巻 4ス
き?をな
取ご』eど
るgg

、'-

に
、
山
紙
再
生
の
た
め
に
は
、
イ
ン
ク
を
抜
い
た
り
、

ク
リ
ッ
プ
や
ホ
ッ
チ
キ
ス
の
針
な
ど
の
異
物
を
取
り

除
く
作
業
が
加
わ
る
。
こ
う
し
た
正
耗
仁
は
、

B

と
て

つ
も
な
い
設
備
を
必
要
・
と
す
る
。

こ
れ
・ら
の
設
備
投
資
が
同
収
さ
れ
る
仁
は
、
再

ι々

紙
の
倒
的
怖
を
-卜
げ
、
什
r.
尚
武
を
お
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
紙
守
分
別

-
M似
す
る
だ
り
で
な
く
、
ふ

だ
ん
の
生
前
で
い
内
生
紙
を
大
い
に
使
う
こ

t
を
引
代

の
品
川
油
と
し
て
与
え
な
け
れ
ば
な
・
ら
な
い
。

人
ー
や
卜
川
紙
川
栴
が
低
下
し
、
川
収
業
ド
刊
は
探
誌
が

と
れ
な
い
と
も
い
う
。
こ
れ
は
み
述
に
進
ん
だ
川
出

に
よ
り
、
愉
人
山
紙
が
官
〈
人
下
で
き
る
ニ
と
と
、

川
内
で
は
れ
治
体
な
ど
の
資
制
川
以
が
進
み
、
供
給

枇
が
仲
び
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
小
山
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
き
て
い
る
・
』

t
が
考
え
ら
れ
る

脱
水
・
プ
レ
ス

・
乾
燥
を
繰
り
返
し
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

原
紙
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。
(
こ
の
工
場
で
は
イ
ン
ク
抜

き
と
漂
白
処
理
は
し
て
い
な
い
)

• 

← 4ページへ続〈
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古紙製品を使おう/
最近lま紙のリサイクル商品が、庖頭に

出回るようになりました。リサイクルを

真に成功させるためには、リサイクル商

品が大いに売れ、使われなくてはなりま

せん。大量に消費されれば、量産によっ

て価格が下がり、古紙のリサイクルも進

み、ごみの減量化にもつながります。

げ でごで~弘警島J づ
曾うずi!i<積まれた古紙の山に圧倒(ヤードで)

...古紙を崩しながら、パルパーまで運ぶ

-
十
円
紙
を
溶
か
し
、
異
物
を
と
る

て
場
内
部
会
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
十
日
紙
再
牛

の
工
科
は
、
実
際
は
煩
雑
だ
が
原
理
は
簡
単
。
ま
ず
、

十
日
紙
を
か
ゆ
状
に
溶
か
し
、
伺
い
異
物
は
み
過
し
、

き
れ
い
に
な
っ
た
繊
維
を
取
り
出
す
。
洗
浪
慌
て
か

寸

き
川
出
ぜ
て
洗
う
と
与
え
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
を
漉
い
て

脱
水
・
プ
レ
ス

・
乾
燥
さ
せ
る
。

限
利
の
占
紙
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ

れ
た
段
ボ
ー
ル
ト
刊
紙

b
.
部
合
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
「
パ
ル
プ
が
多
く
人

っ
て
い
る
の
で
丈
夫
」
だ
と

い
う
。
な
る
ほ
ど
、
山
大
阪
ち
ぎ
れ
な
い
。
.
ど
う
し
て

だ
ろ
う
|。

日
本
は
、
紙
ぞ
作
る
と
き
.
除
料
の
約
氏

ト
パ

ー
セ
ン
ト
を
市
紙
で
賄

っ
て
い
る
の
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
は
け
本
の
約
半
分
の
て
ト
七
パ
ー
セ
ン
ト

科
度
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
こ

の
輸
入
ダ
ン
ボ
ー

ル
は
パ
ル
プ
(
パ
ー
ジ
ン
)
の
配
合
率
が
高
い
。
高

い
と
い
う
こ

t
は
紙
の
繊
維
が
長
く
、
か
ら
み
や
す

く
な
っ
て
い
る
の
で
強
度
が
出
る

t
い
う
わ
け
だ
。

「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ぺ

i
バ
i
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ぺ

1
バ

ー
な
ど
の
使
い
切
り
の
紙
に
は
全
て
古
紙
を
配
合
す

る
こ
と
が
、
は
か
の
再
生
紙
の
強
度
を
高
め
る
こ

t

に
も
な
る
」
と
で
場
関
係
者
は
言
う
。

パ
ワ

l
シ
ョ
ベ
ル
の
エ
ン
ジ
ン
の
轟
音
が
工
場
に

特
く
。
シ
ョ
ベ
ル
は
市
紙
の
山
ぞ
取
り
崩
し
な
が
ら
、

市
紙
を
す
く
い
卜
.
げ
、

R
大
ミ
キ
サ
ー
「
バ
ル
パ

l
」

の
大
き
な
日
に
政
り
込
む
。
こ
の
の
大
き
な
H
ぺ

此

任
札
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
だ
ろ
う
か
・
:
。

よ
コ
が
え

トH
紙
阿
川
の
旅
は
長
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
蘇

っ
た
紙
を
け
の
当
た
り
に
す
る
と
、
今
ま
で
、
す
ば

ら
し
い

ν
紙
川
町
砂
を
あ
ま
り
に
も
無
意
識
の
う
ち
に

捨
て
て
い
た
こ
と
に
、
白
杭
の
念
が
起
こ

っ
た
。

[4] 7 6. 志報うえだ5.



圃

病
院
は
「
東
信
」
現
地

五
月
十
八
日
、
国
立
東
信
病
院
(
上
田
市
)

と
国
立
長
野
病
院
(
上
山
田
町
)
の
統
合
問
題

で
、
直
接
の
当
事
者
で
あ
る
、
厚
生
省
・
県
・

上
田
市

・
上
山
田
町
は
、
東
京
都
内
で
初
の
行

政
レ
ベ
ル
四
者
会
談
を
開
き
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
「
長
野
病
院
を
東
信
病
院
に
統
合
す

￥

る
」
こ
と
で
合
意
か
成
立
し
ま
し
た
。

、
両
国

国
立
東
信
病
院
全
景

山
で
は
、
昨
年
江
川
の
卜
.
川
市
限
城
山
題
研

究
委
日
以
会
の
報
行

・
従
~
パ
を
受
け
、
「
同
立
ぃ
泉

信
病
院
を
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
中
核
医

療
機
関
と
し
て
撃
備
す
る
」
こ
と
ぞ
市
の
基
本

方
針
と
し
、
市
議
会
の
積
極
的
な
協
力
の
も
と

に
、
同
・
県
b
E
始
め
、
関
係
五
而
に
悶
立
東
伝

病
院
へ
の
早
急
な
統
合
の
実
引
を
働
き
か
け
て

き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
州
生
行
の
岬
び
か
け
に
よ
り
、

問
者
会
談
が
実
到
し
、

H
K
肝
病
院
の
後
医
療
の

../"'.、

国
・
県
・
地
元

で
4
者
会
談

整
備
を
条
件
に
、
東
信
病
院
へ

の
統
合
で
地
元

合
な
が
成
立
し
ま
し
た
。
会
談
に
は
、
厚
生
省

国
立
病
院
部

・
九
州
迎
常
食
肉
課
長
は
じ
め
、

雌
品
川
信
仰
生
部
氏
、
永
野
上
川
市
民
、
山
附
上

山
川
町
長
ら
が

川
町
し
ま
し
た
。

高
度
の
診
療
施
設
に
/

統
合
後
の
東
信
病
院
に
つ
い
て
厚
生
省
は
、

「
長
野
全
県
域
守
主
た
る
診
療
問

t
す
る
向
度

の
総
合
診
療
ぞ
れ
行
う
と

t
b
に
、
有
護
婦
等
の

養
成

・
研
修
を
行
う
施
設
と
し
て
、
地
必
の
ぷ

見
を
聴
き
な
が
ら
い
九10
に
法
・
4
桃
恕
・
ぷ
~
本
計

両
K
M
M

策
定
す
る
」
と
の
五
針
を
去
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
統
合
病
院
の
建
設
場
所
は
「
同
立
東

信
病
院
の
現
在
地
(
縁
が
丘

一
)
仁
整
備
」
し
、

ベ
ッ
ド
数
や
診
療
機
能
な
ど
の
具
体
的
内
容
仁

つ
い
て
は
、
今
後
、
問
者
、
て
協
議
し
て
検
討
し

て
い
く

t
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
厚
生
行
側

の
花
案
に
対
し
、
川
市

-
K
川
市

-
K
山
川
町
は

f
爪
し
、
問
桁
の
へ
けな
が
幣
い
ま
し
た
。

今
後
市
で
は
、
こ
れ
ら
A
け
な
内
容
令
踏
ま
え
、

医
療
問
題
研
究
委

μ会
の
提
言
を
柱
に
、
上
倒

市
法
療
協
議
会
(
宮
下
業
生
会
長

・
十
二
人
)

な
E
、
関
係
各
方
面
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
う
る
医
療
機
関

と
な
る
よ
う
、
園
、
県

へ
要
請
し
て
い
く

t
t

も
に
、
統
合
病
院
が
全
而
改
築

・
早
期
持
工
と

な
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

後
医
療
も

4
者
協
力
で

な
お
、
長
野
病
院
の
後
医
療
に
つ
い
て
厚
生

省
は
、
寸
現
在
の
医
療
機
能
を
継
続
さ
せ
る
方

向
、
て
問
者
が
協
力
し
、
今
後
、
運
営
主
体

・
診

療
機
能
等
に
闘
し
、
同
将
で
事
務
レ
ベ
ル
検
討

会
を
設
け
早
急
に
詰
め
た

い
」
と
し
て
い
ま
す
。

山
と
し
て
は
、
今
川
の
A
け
な
に
芯
づ
き
、
問

打
協
滋
に
臨
み
、

.
H
も
小
〈
後
限
械
の
整
備

光
夫
そ
閃
る
よ
う
努
力
す
る
牟
え
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

院
療
相
当
(
内
線
1
3
8
0
)

上
田
市
の
求
め
る
統
合
病

院

像

を

協

議

園

闘

市
で
は
、
上
川
山
の
ω
円山町
川
組
を
令
・
仇
引

に
わ
た
り
検
-d
し
、
必
.
裂
な
打
川
策
を
抗

じ
る
こ

t
を
日
的

t
し
て
、
昨
年
卜
.
月

咋
門
家
に
よ
る
上
川
市
医
療
協
議
会
を
設

出
し
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
は
、
統
合
問
題
の
進
展
に
A
H

わ
せ
、
「
上
山
市
の
求
め
る
統
合
病
院
の

只
体
像
」
に
つ
い
て
の
協
議
を
始
め
て
い

ま
す
。
-K
円
.
.
ト
八
日
に
は
、
都
阿
川
医

療
協
品
会
が
問
か
れ
、

川
に
挺
叫
じ
す
る
た

め
の
、
統
A
H
病
院
の
川
崎
悦

・
同
僚
機
能

・

施
ぷ
な
E
に
つ
い
て
協
活
し
ま
し
た
。

7 6. 広報うえだ5.[51 



鉄
砲
訓
練
の
「
矢
場
」

際
医
は
も
と
も
と
江
戸
幕
府
の
職
名
で
、
将

軍
の
剛
山
金
訓
廷
し
腕
川
狩
に
従
事
す
る
役
で
し
た
。

江
戸
時
代
は
盛
ん
に
股
狩
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

多
く
の
緒
も
騰
を
訓
議
す
る
間
一限
(
剛
山
師
〉
と
、

p
-
-
d
L
 

そ
の
部
下
の
餌
品
訟
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
倒品叫んい

は
限
の
餌
f

と
な
る
小
鳥
を
そ
チ
竿
で
捕
ら
え
る

人
の
こ
と
で
す
。

限
匠
町
の
名
は
そ
の
間
匠
が
住
ん
で
い
た
・
」

と
に
白
米
し
ま
す
が
、

一バ
禄
十
四
年
(
一
七

O

ご

に
は
町
名
を

一
時
常
蝶
町
に
変
更
し
ま
し

鷹匠町から上田駅方面に下る坂の一つに「源兵衛坂」がある。

宝永のころ(1704-1710)、並河源兵衛という者の屋敷が近くに

あったので、坂の名になったとのこと

た
。

こ
の
時
、
町
続
き
の
餌
キ
川
も
小
袋
町
に

改
め
て
い
ま
す
。
餌
差
町
は
欣
一氏
町
の
西
市
で

一一一
人
の
側
発
が
住
ん
で
い
た
場
所
と
日
ん
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
川
名
変
.
史
は
、
五
代
将
市
綱
計

t
，
ap
る
し
v
h
H
わ
れ

が
発
布
し
た
「
性
類
憐
み
の
令
」
に
よ
る
も
の

t
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

t
こ
ろ
が
、
町
名
変
更
か
ら
十
五
年
後
の
草

保
元
年
に
第
八
代
将
軍
と
な

っ
た
古
宗
は
鷹
狩

ぞ
好
み
ま
し
た
の
で
、
再
び
脱
狩
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
市
撚
町
は
再
び
鷹
匠
町
に
戻
り
ま

C61 

市
政
発
展
に
感
謝
し
ま
す

H
功
労
者
引
人
、
ー
団
体
を
表
彰
H
H

7 6. 

ト
.川
山
功
労
行
ぷ
紗
式
が
五
川
六
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
、
次
の
・

・卜

.
入
、
.
同
体
が
い
ぷ
紗
さ
れ
ま
し
た
。

(
倣
件
前
町
}

マ
飯
島
谷
栄

(
位
ぷ

・
築
地
)
山
下
校
内
利
以

マ
石

井
国
保

(
苅
絞

・
下
地
)
民
生
児
品
引
委
此

マ
石
塚
田
昌

(山川歳

・
九
州
州
)
午
校
.同

マ
加
藤
一
拳

(山山絞

・

仰
刈
)
市
成
会
議
以

マ
川
上
清

(
日
必

・
染
川
町
)
山

市
棋
会
議
日
以
マ
桑
原
宏
雄

(
前
段

・
札
制
.
川
)

L

仁
川
尚

仁
会
議
所
市
議
日
以
マ
小
泉
逮
夫

(
日
成

・
御
所
)
市

治
会
泌
仏

マ
甲
固
定
男

(
似
ぷ

-
K
加
)
市
議
会
議

川
以
マ
甲
田
千
津

(
司
政

-
-
九
加
)
民
小
児
ぷ
委
H
H

マ
小
林
喜
代

{η
歳

・
阿
川
糊
)
民
中

h

川ん
的引委
此

マ

小

宮
山
竹
志

{ω
ぷ

・
祈
川
)

L
仁川
ぷ問
。l
会
議
所
市
議
N
U

マ
佐
藤
糞
一

{
前
説

・
局
場
町
)
ハ
，
r
校
術
科
医
マ

高
速
利
秋

(間川
町戚
-
L
L
胤
川
)
市
議
会
議
H
H

マ
田
中

良
治

(
刊
必

・l
L

本
'
郷
)
民
生
児
品川
委
此

マ

茅

野

光

昭

{{加歳

・
行
門
)
市
議
会
議
以
門
V

土
屋
勝
利
(
別

総
-
HUK
九
)
山
市刷
会
議
以

マ

手

塚

稔
(
別
段

・
冗
加
)

山
下
校
附
科
医

マ
松
崎
喜
一

(
臼
必

・
ド
川
帆
)
山
地
刷
会

民
i
E
一引
・
l
，

・
多
額
寄
付

マ
武
田
正
年

{
別
政

・
北
一
川
辺
札
帆
市
}

マ
中
野

今
朝
松
(
部地凧

・
愛
山
町
)

マ
山
本
爆

{
訂
ぷ

・
京

以
郎
氏
崎
野
市
}
マ
上
田
信
用
金
庫

広報うえだ5.

市役所大会議室で行われた表彰式

幸弘5零度よょ注i苛Jき労う者悲彰式



し
た
。

江
戸
時
代
、
際
一
沢
町
の
南
側
は
下
山
川
を
見

ド
ろ
す
断
出
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幕
末
に

上
川
滞
が
鉄
砲
訓
練
を
し
た
矢
場
は
時
一沢
町
の

阿
南
、
断
院
か
ら
千
巾
川
を
望
む
あ
た
り
に
あ

り
ま
し
た
。

黒
船
米
航
以
降
、
非
常
事
態
に
備
え
し
し
川
舗

で
も
軍
事
訓
練
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
交
政

四
年
鉄
砲
訓
練
を
行
っ
た
足
特
の
中
に
細
川
芳

兵
衛
と
い
・
7
者
が
お
り
、
五

.h売
中
何
百
問
十

問
発
が
際
的
に
命
中
す
る

t
い
う
鷲
史
的
な
成

献
を
し
し
げ
・
手
品
し
た
。

上
川
添
は
早
速
「
鉄
砲
執
心
に
て
心
掛
け
抗

し
く
」
と
讃
え
銭

一
貫
文
を
贈
り
表
彰
し
ま
し

た
。
銭
.
立
文
で
米

-
斗
が
買
え
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
幕
末
以
鉄
砲
訓
練
が
雌
ん
で
侍
岡
崎

敷
や
足
軽
長
時
の
並
ぶ
静
か
な
眠
悦
町
に
、
連

日
の
よ
う
仁
銃
戸
が

mwき
附
慨
が
漂
い
ま
し
た

n

府
民
川
の
束
-M、
権
引
制
と
岐
を
は
叫
す
る
所

に
八
肝
川
が
あ
り
郷
手
代
の
足
椛
が
、
机
む
八
粁

の
・一
家
が
あ
り
ま
し
た
。
郷
手
代
は
村
政
相
刊
当
の

し
川
端
の
役
人
で
、
村
の
陀
mm
は
先
ず
八
軒
町

の
郷

T
代
を
訪
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
概
医
町
は
、
上

川
城
ド
で
も
特
色
の
あ
る
町
だ

っ
た
の
で
す
。

城ド ・ 川辺地[)(~の.&;人クラブと平I~思伐のお

年寄りのおLllq~{!." r~:i めようと 5 Jl 131 1 、交ìITU~ß

到j会が例j立館体育al'¥で|井!カ・れました。'Ii命投げ

やT.入れなどの純日にそれぞれが常|剤、 fU気

あいあいとしたムードカt!':lJ象的でした。

プ
レ

l
和
気
あ
い
あ
い

-
フ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

t~IJ物館( 1-.1 1 1城跡公1・:~Ir"J)前のシロパナヤ

マフジの花が咲き誇り、，訪れた人の 11を楽し

ませていました。フジ抑lカ・らあふれんlどかり

の1'1色の小花Ii.、 5月ド'.1)ごろまでが比ごろ。

ー・帯は."・い千寄りがぷーんと j京っていました。

甘
い
香
り
に
誘
わ
れ
て

f
 

盛
況
で
し
た
「
活
用
広
場
」

:.f『VFa's，

恒例の資源治m広場は今年で191111110 5Jl

1511、rli役所駐JI刊誌には、事Jr品はもちろん、

f合てるじは惜しい、ま fご1¥liえるliH品がたくさ

ん枚べられ、おおぜいのili[(がY1L、;)どめてい

ました。今Irrlは伽|人n'rl，iiが多カ・ったのが特徴。

7 6. 広報うえだ5.{フ]



滝の宮神社(赤坂)
殿
城
一
帯
潤
す

わ
き
水
の
源

沌
の
宮
神
祉
は
、

1TU

く
か
ら
赤
坂

・
矢

沢
地
域
の
守
り
神
、
て
、
わ
き
水
が
出
る
こ

t
で
、
こ
の
辺
り
で
は
有
名
で
す
。
烏
帽

子
山
系
の
地
下
水
が
境
内
の
石
垣
の
聞
か

ら
、
そ
の
其
下
に
あ
る
池
に
、
ま
さ
に
「
滝
」

の
よ
う
に
流
れ
落
ち
ま
す
。
こ
の
わ
き
水

は
相
当
な
量
で
、

菅
、
水
道
が
敷
か
れ
る

ま
で
は
、
殿
城
地
方

一
幣
で
こ
こ
の
水
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

色
町
ぜ

こ
の
辺
り
は
、
小
山
子
名
が
「
滝
」
。
境
内

の
わ
き
水
と
い
い
、
水
の
盟
か
な
場
所
な

の
、
で
し
ょ
う
か
。
赤
坂
で
は
、
よ
く
「
山

際
を
掘
れ
ば
水
が
出
て
く
る
」
と
い
わ
れ

た
も
の
。
地
椴
も
水
分
が
多
い
で
す
ね
。

此固
か
ら
、
滝
川山
宮
神
社
の
池
に
は
、
大

小
さ
ま
ぢ
ま
な
鯉
が
何
十
匹
も
泳
い
で
い

ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
、
父
か
ら
「
滝
の
宮

の
片
目
鯉
」
と
い
う
伝
説
を
聞
き
ま
し
た
。

詳
し
い
‘
」
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
・:
。

滝
の
宮
神
社
の
両
隣
に
あ
る
龍
水
寺
や
男

石
神
社
な
ど
と
い

っ
し
ょ
に
、
こ
こ
ら
辺

は
伝
説
の
多
い

t
司
』
ろ
で
す
ね
。

お
話
・
柳
沢
よ
し
さ
ん
(
冷
歳
・
赤
坂
)

たい肥化容器を使い分け
宮島豊司さん (56歳 ・朝日ケfi)

家庭の生ごみは、水

気をよく切ったつ もり

でも、まだまだ相当の

水分が残ります。大き

い生ごみは小さく刻ん

だりして、乾燥したわ

らや落ち葉など といっ

しょにコンポスト(生

ごみたい肥化容器)へ。

そして一度出して、か

き混ぜたものを、もう

一台のコンポストに入

れ、何層にも細かく切

ったわらを混ぜて発酵

させます。 こうして夏

場までには 2回ほど、

ふかふかなたい肥が…。

これも試行錯誤を繰り

返した結果でし ょうか。

[8] 7 6. 広報う主主'5.

です。すぐ近くで、たくさ

んの友だちとこんなことを

して遊べるところがあると

いいな。大人になっても、

山や川がたくさん残ってい

る上回だと いいと思います。

山や川の残る上田に

ずっと住み定い

羽田ゅうちゃん

(奴下小・3年)

わたしは上回が好きだか

ら、大人になっても上回に

住みたいです。山や川があ

ると、木や草でおうちをつ

くったり、魚、を取ったり、

水遊びをしたりできるから



|自主の3慣|

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
お
酒

に
関
係
な
く
、
日
常
々
治
に
も
見
か

け
ら
れ
ば
い
い
で
す
、
1
1

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
・・
・。

ま
た
、
畑
に
ひ
ょ
う
た
ん
を
栽
培

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
乾
燥
さ

せ
て
、
だ
る
ま
の
絵
を
描
き
入
れ
て

い
き
ま
す
。
置
き
物
や
飾
り

t
し
て

親
し
い
人
に
差
し
上
げ
る
と
と
て
も

喜
ば
れ
ま
す
。

わ
た
し
は
家
の
中
に
い
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
外
に
出
て
い
る
時
間
の
ほ
う

が
長
い
¥
て
す
ね
。
「こ

t
ぶ
き
大
学
」

な
ど
で
は
、
お
お
ぜ
い
の
人
と
認
す

機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
友
だ
ち
る

で
き
、
若
返
り
ま
す
。

二
年
前
に
始
め
た
禅
画

家
の
中
、
て
、
た
だ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
い
つ
も
何
か

や
る
・
』

t
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
場
合
、

二
年
前
に
始
め
た

禅
問
(
だ
る
ま
の
絵
)
が
楽
し
み
の

一
つ
。
き
っ
か
け
は
、
た
ま
た
ま
昨
日

府
、
て
見
か
け
た
本
の
絵
で
、
「
こ
れ
は

お
も
し
ろ
い
」

t
、
さ
っ
そ
く
通
信

麟
座
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
絵
を
描

い
て
い
る
と
き
は
、

子
ど
も
の
よ
う

に
無
心
に
な
れ
ま
す
し
、
時
閉
そ
忘

あ
ま
り
し
な
い
「
お
酌
」

こ
こ
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
宴
会
ぞ
紹
介

し
ま
す
。
宴
会
の
始
ま
り
は
日
本
よ

り
遅
く
、

二
次
会

・
三
次
会
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
遅
く
ま
で
楽
し
ん
、
で
い

ま
す
。
お
酌
は
?
そ
う
で
す
、
亦
、
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に

は
セ
ル
フ
サ
ー
ビ

ス
が
多
い
で
す
。

み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
し
な
が
ら
楽
し

み
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
お
一
泊
が

入
ら
な
く
て
も
自
然
に
掠
り
上
が
っ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
、
で
す
。

日
本
の
宴
会
の
や
り
方
は
ブ
ラ
ジ

ル
t
遠
い
ま
す
が
、
共
通
し
た
大
事

な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

み
ん
な
宴
会
の
時
閉
そ
楽
し
く
過
ご

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
、
み
。

宴
会
楽
し
む
の
は
世
界
共
通
?

な
い
と
、
楽
し
い
お
つ
き
あ
い
が
で

き
な
い
」
と
よ
〈
聞
き
ま
す
。

こ
の

考
え
方
だ
と
、
グ
ラ
ス
が
ま
だ
い
っ

ぱ
い
で
も
、
お
酌
に
米
て
く
れ
た
ら
、

少
し
で
も
飲
ま
な
い

t
失
礼
に
な
っ

て
し
ま
い
そ
う
ふ
f
-

こ
の
よ
う
仁
、
お
一
泌
が
入
る
と
宴

会
が
盛
り
上
が
り
、
日
本
人
の
性
絡

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
感
じ
で
す
。
お

酒
を
飲
ん
だ
日
本
人
は
、
も
っ

t
自

分
ら
し
く
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
る
よ

宴
会
は
世
界
じ
ゅ
う
に
あ
り
ま
す

が
、
日
本
の
よ
う
に
宴
会
の
多
い
所

は
初
め
て
で
す
。
数
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
多
い
で
す
ね
/
¥
で
も
、
こ
れ
ら
宴

会
の
「
や
り
方
」
は
決
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
最
初
に
あ
い
さ
つ
を
、

次
は
乾
杯
、
そ
し
て
「
万
歳
、
万
歳
、

万
歳
/
」
で

一
次
会
は
終
わ
り
。
そ

の
後
、

二
次
会
、

一二
次
会
・
:
と
続
く

よ
う
で
す
ね
。

ま
た
、
日
本
で
は
「
お
溺
を
飲
め

3・(..lI!区の

司幽，f:lfIわたしの場合

② 

先日、テレビで柳町通りの苦の面影を紹介

する放送がありました。現在の上問のIn-r名は

「中央O-O-OJとか「中央西O-O-OJ
tいう方法で表され、「初11町」なんていう所は

i~'，て きません。 l孜州の E こかの国のまねでし

ょうか。 いずれにしても 、上旧のような味気

のない町名にした例は近県にないようじ思い

ます。

上田市では、駅前にrf:出幸村の銅像~建て、

;峨下町のイメージをつくったり、上田城跡公

跡鴻何ぞ復元するな E、騒々の工夫を凝ら

していますが、こうレった11t")名の表記は理懇

に苦しみます。鍛冶町、鷹匠町、馬場町、待11

説義、$It展開]、横F爪 i開 rlll]、原IDT1.j.r、旧

町名が手紙のあて名からmえるとるのは寂しい

ものがあります。

馬場良太さん(91歳・上塩尻)

最近、外て遊ぶ子Eも

がめっきり少なくなりま

した。思えば、わたしの

小学生当時IJ:.r習いご t

に忙しい」という 言葉は

ありまゼ・んで.した。 ピア

人英語、書道な Eとスパ

ルタママに述れられて、

一-FI (こ L 、くつも習 L、ごi:~掛け持ちする児童

なEいませんでした。 J受業が終わる t、近く

の空き地や川で、円が暮れるまで、年の違った

子と遊んだ毎日。その遊びの中で、笑い、け

んかしてj立いたりしながら、人 tのコミュニ

ケーションをi茶めていくプロセスを、当l時は

自然に身につけた気がします。楽し L、tきは

笑い、 つらいときには涙を流す。いつも自然

体でいられる空聞は、やはり L、いものです。

先日先輩から「苦しいときは自分をじっ t

見つめ直す絶好のチャンスだよ」と 言われま

した。前向訟に生きるのは離しいが、これは

基本的な ことであり 、しみじみ味わう 言葉に

なっています。自分一人の経験から学んだ知

識や情報には限りがありますが、いろいろな

人t諮り令うこ tによって知識が膨らみ、忘

れかけていたことを思い出させてく(1.ます。

そして一歩離れたところから自分を見つめる

ことができるよい機会だと思う今円このごろ

です。

大星隆亮さん (61歳 ・野竹)

時には自分を

見つめ直して

日町名が消えるのが寂しい

7 6. 
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受
け
る
前
に
調
べ
る

保
証
人
を
受
け
る
と
き
は
よ
く
考
え
て

友
人
や
親
族
か
ら
「
迷
惑
を
か
り
な
い
」

と
一
行
わ
れ
て
保
証
人
や
述
帯
保
証
人
に
な

っ
た
と
こ
み
、
本
人
が
多
町
一
債
務
に
陥
っ

た
り
、
破

h

一
位
の
巾
し
す
い
て
を
す
る
と
、
保

証
人
や
連
帯
保
証
人
に
前
求
が
米
ま
す
。

保
証
人
ち
連
帯
保
証
人

L
、
附
令
な
ど

れ
乞
し
た
人
の
債
務
を
保
証
し
ま
す
が
、
保

証
の
程
度
が
違
う
の
で
注
な
し
・
ま
し
ょ
う
。

・
保
証
人

貸
し
主
か
ら
支
払
い
を
前
求

さ
れ
た
E

と
き
は
「
附
り
、
五
の
併
金
だ
か
ら

先
に
借
り
主
木
人
に
前
求
し
て
く
れ
」
L
L

主
閉
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
催
わ
の
抗

弁
権
)。
ま
た
借
り
主
が
支
払
わ
な
い
か
ら

保
証
人
・
連
帝
保
証
人

と
い
っ
て
、
貸
し
、
叫
が
保
証
人
の
財
比
を

培
し
押
さ
え
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
仙
川
り

主
に
弁
済
す
る
財
応
が
あ
る
場
へ
い
に
、
先

に
そ
ち
ら
守
強
制
執
行
す
る
よ
う
要
求
す

る
こ
t

と
が
で
き
ま
す
(
検
訟
の
抗
弁
)。

い
ず
れ
も
払
っ
た
分
は
請
求
可
能

-
連
帯
保
証
人

保
証
人
の
よ
う
に
、
併

行
の
抗
弁
権
や
検
索
の
抗
弁
の
椛
利
が
な

く
、
借
り
、
で

t
同
じ
責
任
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
附
り
主
に
請
求
せ
ず
に
い
き

な
り
請
求
さ
れ
た
り
、
取
り
す
て
ら
れ
て

も
、
ぞ
れ
に
応
ず
る
義
務
が
あ
り
ま
す
《

た
だ
し
、
保
証
人
も
述
帯
保
証
人
も
借

り
で
の
お
金
を
支
払
っ
た
場
介
に
は
、
そ

の
分
を
附
り
で
か
ら
返
し
て
も
ら
う
権
利

の
あ
る
、
」
t
は
同
じ
で
す
。

保
証
人
や
述
信
保
証
人
は
、
こ
れ
ら
を

引
き
受
け
る
仰
に
、
保
証
人
の
支
任
を
じ

ゅ
・
フ
ぶ
ん
町
解
す
る
こ

t
t
、
借
り
主
木

人
に
返
す
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
、

調
ペ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

生
前
環
岐
諜

3
9
0
)
 

よ

、J
1
f寸
K

L

F

け
r
h
v可
]

マ
マ
タ

ニ
テ
ィ

|

ぷ

飢

無

料

マ
つ
|
づ

口

{
附
ム
己

一二
千
川
1
問

じ
り
川
マ
屯
削
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
一
い

す
明
一
.
力
川

マ

ス
ク
ー
タ
ー
{
ぷ
}

川
燃
料
マ

チ
ェ
ス
ト
一

ωで
x
m

H

a
]

孔

千

川

マ

ち

ゃ

ぶ
台
一
的

吋
，

y
mヴ」

燃
料

マ
作
一
山
タ
イ

ヤ
{
附
|
刊

R
-
何
本
}

・
万
川

マリ広
州
削
み
ミ
シ
ン

ω
燃
料

マ
一
制
み

協同

-
ハ
ン
チ
カ
ー
ド
ハ
刊
き
]
燃
料

マ
か
つ
ら
一
シ
ョ
ー
ト
、
ソ
パ
ー
ジ

ユ

}

件

机

下

川

マ

:
-川
節
句
じ

段
品
川
け
一
ケ
ー
ス
人
形
問
体
付
き
]

い
燃
料
マ
ド
ラ
ム
-
パ

-h
千
川

マ
ペ
W
7

卜
川
ヒ
ー
タ
ー

.. ↑

T
1
 

・K
下
川
マ
む
ハ
A
沈
泌
機

.
万
川

マ
化
の
小
um

加
燃
料

I五蚕雇三詔云じますので、すでに成約したものはこ了ゑください。|

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
ヘ
ビ
ー
カ
ー

シ
ー
ト

マ

.ヘ
ビ

1
.へv
・ト

マ

冷

城
山
叩

一2
ド
ア

・

人

川

}
マレ

W
M

吃
燥
後
マ
カ
セ
ッ
ト
デ
ヴ

ヰ

マ

什
転
中
『
・ぃ人
人
川

・
子
乙
も
川
}
マ

都
山
ガ
ス
幼
刈
か
し
協

マ
食
ボ
テ

ー
ブ
ル

一山門
人
川
}
マ
山
球
内
マ

ぷ
ち
ド
が
リ
機

マ
m…
…
礼
服
{
ル
民
性
・

川

i
日川
ゲ

}

マ

か
後
セ
川
ト

一伎

の
湯
川肌
}

マ
ヒ
ア

ニ
カ

素敵に年を重ねる女の生き方

-下重腕子

紫式部の恋・..........・・・・・・・・・・近藤高校

純愛…・ 0・....・ H ・..………・-田辺聖子

浮き魚・………… …....うつみ宮土理

自然が食卓...........・・・・・・・アンクルズ

サバンナの王国一 ……JlI田順造

運命特急……ハワードA'ロドマン

外国人労働者と日本……・・江橋 憲

2000年の世界… 一一国際連合

山の木と花……-一……..福森雅武

生の尊厳 ・死の尊厳……高梨ひろし

タバコはなぜやめられないか

・・・宮里勝政

わが映画人生に悔なし・・・・・・;淀川長治

必ず学力は伸びるー…ー -岡村寛

本をつんだ小舟…・ ・・・・ …宮本 趨

アインシユタインも学校鎌いだった

若林実

おにの子フウタ…一・… 森山京

本文とは関係ありま

せん

広報うえだ5. [10] 7 6. 



楽
し
く
磨
き
、
習
慣
に

二
歳
に
な
る
子
で
す
が
、
歯

磨
き
を
織
が
っ
て
磨
か
せ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
無
理
に
で
も
大
人
が
磨
い

た
+
ぺ
か
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
は

一
歳
半
ご
ろ
に
な

一円
A

る

t
、
親
が
歯
を
磨
い
て
い
る

の
営
見
て
、
自
分
で
も
や
り
た
が
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
子

E
も
が
れ
分
で
歯

ブ
ラ
シ
を
持
ち
た
が
る
と
き
は
、
大
い

に
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に
は
、

親
が
毎
日
き
ち
ん

t
肝
く
判
似
が
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

い
っ
し
ょ
に
向
か

い
合
っ
て
「
上
手
ね
」

t
ほ
め
な
が
ら
、

向
陪
き
が
気
持
ち
の
い
い
こ
と
を
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

二
歳
前
後
に
な
る

t
、
自
分
て
や
る

ta百円
っ
て
泣
い
た
り
恭
れ
た
り
す
る
下

も
で
て
き
ま
す
。
成
長
し
て
き
た
証
拠

で
す
が
、
嫌
が

っ
て
も
.
日

.
川

-Mる

前
だ
け
は
肝
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
嫌

が
る
子
ど
も
も
繭
磨
き
が
済
め
ば
、
た

い
て
い
は
ケ
ロ
ッ

t
し
て
い
ま
す
。

ス

キ
ン
シ
ッ
プ
の
つ
も
り
で
、
子
ど
も
を

お
母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
に
乗
せ
て
、
歌

を
う
た

っ
た
り
遊
び
な
が
ら
梨
し
く
焼

い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
乱
れ
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク

お母さんと仲良く 楽 しく歯磨きを

た
だ
し
、
子
ど
も
が
あ
ま
り
に
も
嫌

が
る
と
き
は
、
原
肉
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
歯
ブ
ラ
シ
の
大
き
す
ぎ

・
小

さ
す
ぎ
や
、
品
開
ブ
ラ
シ
が
広
が

っ
て
い

て
焔
い
場
介
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

k

un
の
内
側
に
あ
る
協
に
品
川
ブ
ラ
シ
が
中
ー

た
っ
て
い
る
こ
と
も
。
な
お
、
.，r
Eも

れ
乞
け
や
か
し
す
ぎ
て
、
ル

-mの
胤
作
が

乱
れ
て
い
な
い
か
な
ど
も
与
え
て
み
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も

イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
、
良
い
門
的
が
つ
く
よ

う
じ
家
中
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課

1
3
7
6
・
1
3
7
9
)

(
内
線

異焼….....・H ・.........…・・・・三浦朱門

日本車謡詩集・..........・・・・・・・寺山修司

百人一首江戸の徴歩・........江口孝夫

おごる姑は久しからす……泉 アキ

霊度障害者からの提言…・・ー森 章二

ソ連消滅と日米危機・........入江通雅

女性と戸籍・..........・・・・・・・御原富士子

喝四十二歳…・………H ・H ・-佐野洋

さむらい根性・……… 一山手樹一郎

手塚治虫大全 1・2・・・……手塚治虫

ハイテクと日本の未来・・・・・・神沼二真

ごみで斬る…・・・………依田彦三郎

大蔵省不信の傷図・...........築林良光

琉E求王朝史・..........・・・・・・・・・・新里金福

世界史の中の山本五十六…豊田穣

「輝

い

瞬

」

大
事
に
!
だ
い

τす
れ

マい
3

一

小
さ

い
こ
ろ
、
親
に
勧
め
ら
れ
て
ピ
ア

を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
‘
き
っ
か
け
で
、

Aー

で
は
逆
に
、

vf
ど
も
た
ち
に
ヒ
ア
ノ
の
教
室

を
聞
く
す
場
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

た

「
メ
ロ
ウ
デ
イ
ズ
」
と
い

・フ
三
人
の
グ
ル

ー
プ
で
も
出
動
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト

な
ん
か
に
も
参
加
し
た
り
・:
。
仕
事
で
は
川

年
代
よ
り
も
、
む
し
ろ
年
配
の
引
性
と
持
す

る
機
会
が
多
い
で
す
ね
、
で
す
か
ら
「
'久
だ

か
ら
」
な
ど
と
レ
っ
た
持

L
Hで
は
な
く
、

な
ん
と
な
く
れ
分
が
仕
い
れ
を
通
し
て
「
打
て

て
I
u
-
-
り
っ
て
い
る
L
a
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

わ
た
し
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
何
川
か
、

コ

ン
サ
ー
ト
の
ス
テ
ー
ジ
に
か
.
つ
・
』
t
が
で
き

ま
し
た
。
脱
皮
を
前
に
.
皮
緑
内
に
み
v.
っ
た

ら
、
も
う
悩
み
つ
き
で
す
ね
。
斤
来
か
・ら
は

山
崎
孝
美
さ
ん

(M
歳
・
下
房
山
)

縦
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
「
料
い
て
い

る

t
き
」
っ
て
、
あ
る
の
で
は
・:
。
そ
こ
に

は
m
N
も
火
も
な
い
は
ず
。
こ
の
気
持
ち
、
大

事
に
で
き
た
ら
と
、
い
つ
も
思

っ
て
い
ま
す
。

八
示
談
で
す
が
、
六
月
て
十
じ
日
側
、
信
州

叶
川
際
昔
来
村
/
L

寸
メ
ロ
ウ
デ
イ
ズ
」
の
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
よ
乃

し
か
っ
た
・
ら
見
に
米
て
く
だ
さ
い
f
・

広報うえだ5. 7 6. 
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市
役
所
は
平
成

5
年

4
月
か
ら
、
保
育
園、

高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
民
会
館
、
図
書
館
、
消
防
署
、
産
院
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
除
き
、
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
死
亡
届
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
日
曜
、
祝
日
と
同
様

に
市
役
所
の
当
直
で
受
け
付
け
ま
す
。

情報

「
女
性
講
座
」

(
5回
)

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

••• 
5
回
シ
リ
ー
ズ
、
て
、
1
泊
2
日
の

研
修
旅
行
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

マ
日
程

在
表
の
'
と
お
り
マ
受

講
料

無
料

マ
定
員

犯

人

マ

申
し
込
み

6
M
お
円
幽
ま
で
に
川
小

生
課
(
内
線
1
6
0
7
)
へ
。

.r女性講座Jの日程と内容

7月6日ωi 一 |市役所の仕

13:30- 1'-ー … |事をのぞく

7月27日ωl働〈婦人|日本の女性

13:30- 1の家 |の地位

8!?:2-|市川|誌?変わ
9 月 10 日~ I国立婦人 I (一泊研修}
ー11日位)1教育会館 l

9月21日伏1I. _ __ 1生きがいを

13:30- 1. 一…|求めて

乳
房
手
術
の
経
験
者

「
や
す
ら
ぎ
の
会
」
ヘ

••• 
マ
と
き

6
月

河

川

ω午
後
1
時

初
分
1
4
時

マ
と

こ
ろ

保
健
セ

ン
タ
ー
(
市
役
所
南
庁
舎
2
階
)

マ

内
容

野
菜
を
上
手
に
使
っ
た
料
理

(
調
理
実
習
)

マ
持
ち
物

エ
プ
ロ

ン、

三
角
布
、
材
料
費
3
0
0
円

マ
そ
の
他
材
料
準
備
の
た
め
、
出

席
さ
れ
る
人
は
保
健
予
防
諜
(
内
線

1
3
7
6
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

や
さ
し
い
介
護
教
室

••• 
国
立
東
信
病
院
で
は
、
家
庭
で
だ

れ
も
が
.
で
き
る
介
諮
教
室
(
2
回
目

以
降
)
守
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
。

マ
と
き

・
内
容

一卜
去
の

t
お
り

マ
と
二
ろ

同
立
東
伝
病
院
大
会

議
室

マ
参
加
費

無
料

マ
持
ち

物

筆
記
用
具

マ
問
い
合
わ
せ

国
立
東
信
病
院
継
続
宥
滋
研
究
会
(
宮

@
1
8
9
0
内
線
2
0
3
)

• r家庭介護教室Jの日程

体のふき方、寝均告書
6月18日ゆ|

の活替えさせ方

l 病人の動力、し方、床
7月16日ゆ l

|ずれの予防

|使者告・尿著書の使い方、
9月17日ωl

lおむつの種類とあて方

|家庭でできるリハピ
10月 15日~I リー

・JT・・'/'3/

※時間は午後2時~3時30分

上
小
地
区
ワ
ー
プ
ロ

講
習
会
を
開
き
ま
す

••• 
マ
と
き

7
月
1
日
附
i
同
幻
日

制
の
う
ち
日
日
間

(午
前
9
時
1
午

後
3
時
)

マ
と

ニ
ろ

働
く
婦
人

の
家
(
材
木
町
l

・
文
化
セ
ン
タ
ー

雨

隣

)

マ

内
容

ワ
ー
プ
ロ
技
術

と
就
労
に
必
要
な
知
識

マ
資
格

ワ
ー
プ
ロ
技
術
を
取
得
し
、
就
業
し

た
い
女
性
で
、
全
講
習
日
程
を
受
講

、
で
き
る
人
(
初
人
)

マ
受
講
料

無

料
(
教
材
費
な

E
は
内
己
負
姐
)
マ

申
し
込
み

6
川
M
円
仰
か
ら
間
口

口
附
ま
で
に
、
上
小
地
方
事
務
所
厚

生
課
内

・
女
性
就
業
相
談
担
当

(宮

@
7
1
2
2
)
ま
た
は
働
く
婦
人
の

家

(
宮
@
2
9
8
8
)
へ

上

回

創

造

館&
@
 

6 

月

の

-
な
が
の
陶
芸
展
回

マ
と
き
・
:
6月刊
M

日
出
j
n
日
附

午
前
9
時
i
午
後
4
時
初
分

マ

と

ご
ろ
・

-裳R
術
館
〈
2
臨崎
〉

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
初
級
)

マ
と
き
・・・
6
月
初
日
日
午
前
9
時

ω分
i
午
後
4
時
マ
と
こ
ろ
:
・
パ

ソ
コ
ン
毅
室
〈
2
階
〉
マ
対
象
・
:
小

学
校
4
年
隼
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま

で
の
よ
小
旭
国
械
の
初
山
者
親
子
叩
組

ハ申
込
順
〉
マ
申
し
込
み

:
6
月日山

田
附
午
前
9
時
よ
り
電
話
で
創
造
館

〈空
O
AI
T
A
-
-

〉へ

-
女
性
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き
:
・
6
月
何
回
出

・
U
日
間

〈い
ず
れ
も
午
前
9
時
1
午
後
4
時

ω分〉
マ
と
こ
ろ
:
・
パ
ソ
コ
ン
毅
室

ハ2
階
)
マ
対
象
・
:
よ
小
地
織
に
在

住
ま
芝
は
郵
務
す
る
mm
歳
以
上
の
女

性
初
人
〈
申
込
顛
)

マ
受
講
料:目

5
0
0
円
マ
申
し
込
み
・
:
6
月

n

B
附
午
前
9
時
よ
り
電
話
で
創
造
館

〈会
@
1
1
1
1
〉
ヘ

-
星
空
観
望
会

マ
と
き:・
6
月
初
日
出
午
後
ア
時

初
分
1
9
時
マ
と
こ
ろ
:
・天
体
観

測
室

(屋
上
〉
マ
そ
の
他
:
・①
受
け

伺
け
は
午
後
ア
時
加
分
ま
で

@
中
学

生
一以
下
は
保
護
者
同
伴
で

[12] 7 6. 

働く女性のためのトークショー 絞縦模鰐臨時摂蹴獄品開
広報うえだ5.



• ! 各ホールイベント案内 E 

ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
で

糸
魚
川
ヘ
行
こ
う
/

••• 
マ
と
き

7
月
口
日

ω・
四
日
制

マ
と
こ
ろ
新
潟
県
糸
魚
川
市
ほ

か

マ

内
容

海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
、

ゲ

1
ム

な

ど

マ

対

象

独

身

山

女

終

日

人

マ

費

用

男
1
0、
0
0

0
円
、
火

5
、

0
0
0
円

マ

由
申
し

込
み
往
復
は
が
き
に
「
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
」
そ

記
入
し
、

「干
鰯
l
口
上
回
市
上
田

原

1
6
4
0
上
回
創
造
館
内
上
岡
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
」
ま
で
。
締

め
切
り

6
川付
加
円
附
マ
問
い
合
わ

せ
上
川
地
域
出
域
行
政
悦
務
組
作

(
宮

@
2
1
3
0
}

~r豆、
千幽川・犀川水防フェア(5月21日・創造館で)

{主催者の都合により変更する渇合があります)

市民会館
月日l 催 し

多|マスクプレーミュージカル
晶|rみにくいあひるの子J

a 
か
ん
ぽ
資
金
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
ヘ
応
募
を

••• 
マ
テ

l
マ

簡
易
保
険
積
立
資
金

の
融
資
で
つ
く
ら
れ
た
施
設
や
、
簡

易
保
険
加
人
名
福
祉
施
設
を
組
材
と

し
、
ま
ち
ゃ
人

t
施
設
の
か
か
わ
り

を
撮
っ
た
も
の
マ
規
格
①
カ
ラ

よ田市民吹奏楽凶

第17回定期演奏会
14:00 I有

東信合同高学年例会

rllびきのネコ」

おi上廻市民劇場
I r日本の面影」

)) 30 
附

7

/
日
目

-
-h
m
一…t
も
問
つ
切
り
判
以
ド
(
バ

ノ
ラ
マ
は
可
、
ス
ラ
イ
ド
は
不
可
)

②
作
品
は
脳
卒
写
真
と
し
、
組
み
写
真

は
不
可
③
一
人
何
点
で
も
可
(
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
)

マ
申
し

込
み

8
月
幻
日

ωま
で
に
上
町
郵

便
局
(
宮
@
0
9
7
6
)

へ
。

個
人
住
宅
建
設
資
金

融
資
の
申
し
込
み
を

••• 
マ
融
資
金
額

1
0
0
万

i
l
、
6

5
0
万
円

マ
受
付
期
間

7
月
2

日

幽

ま

で

マ
申
し
込
み

住
宅
金

融
公
雌
業
務
恥
扱
令
融
機
関
マ
問

い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
印
北
関
東

支

応

(
宮
0
2
7
2
@
6
6
5
6
)

-材木町ト2-3・fi@0760
木躍会

@5274 

15:00 _ _~ I上回こども
会員券 |劇場

18:00 ----I@4756 

|共働作業所
料 |わっと

⑫3930 

文化会館

-上田原1640・官@1111

料

る

J
-

-え
一

場
一
ム
考
は

立
劇
一
ウ
を
者

場
国
形
一
ジ
年
寄

劇
ア
人
一
ポ
書
簡

も
リ
ナ
一
ン
障
の

ど
ガ
ル
一
シ
ト
妓

こ
ル
パ
一
と
ス
地

翠
プ
r
一潰
ポ
一

上

一調

叩
四

一
白
出

親子映画劇場

(すすねった少年
ババロアさん

こんばんわ

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

市
営
住
宅
が
入
居
者

県では、精密工業試験場(岡谷市)に巡回パスを配置し、希望する遠隔地の中
小企業へ出向いています。問い合わせ/よ小地方寧務所商工諜(まま③1260)

••• 
マ
募
集
団
地

市
営
住
宅
金
般

マ
申
込
期
限
6
月
M
日

開

マ

抽

選

6
月
初
日

ω午
前
叩
時
(
観
光

会

館

)

マ

問
い
合
わ
せ

管
理
ぷ

(
内
線

1
5
0
5
)

市営住宅申し込みは管理課へ

夜
空
眺
め
ま
せ
ん
か

ス
タ
l
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

電子工業巡回パスご利用を

••• 
大
気
汚
染
を
な
く
し
、
澄
ん
だ
夜

空
を
取
り
戻
す
、
』
と
に
関
心
令
市
め

て
も
ら
お
う
と
、
「
き
わ
や
か
信
州

ス
タ

l
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

マ
観
察
期
間

9
月
1
日
附
か
ら

叩
月
白
日
制
ま
で

マ
観
察
方
法

ペ
ガ
サ
ス
鹿
の
四
角
形
の
中
に
肉
眼

で
見
え
る
忠
一の
数
を
数
え
る
。

マ

応
募
期
限

8
月

初

日

掛

マ

申
し

込
み

県
庁
公
抑
制
岬
(
宮
0
2
6
2

@
7
1
7
6
)
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-情報テーブル ・

児
童
手
当
の
現
況
届

ν勿
ま
で
に
提
出
を

••• 
兇
荒
手
当
(
特
例
給
付
)
の
受
給

お
は
、
「
現
況
柑
」
を

6
川
初
日
附

ま
で
仁
児
童
保
育
課
ま
た
は
谷
支
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、

6
月
分
以
降
の
手
肖
そ
受

け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
児
童
手
当
の
請
求
を

マ
受
給
資
格

①

平
成

3
年

1
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
②
4
歳
未
満
の
兇
奄
を

合
む

2
人
以
上
の
児
竜
を
養
育
し
て

い
る
人
(
所
得
制
限
あ
り
)

マ
請

求
方
法

①
印
鑑
②
年
金
下
帳
③
令

融
機
関
の
日
時
通
帳
(
前
求
将
名
義
)

ぞ
持
参
し
、
児
童
保
丹
羽
州
ヘ
マ
支

払
期

2
川、

6
川
、
川
川
に
約
求

の
朝
日
分
か
ら
作
則
の
前
日
分
ま
で

を
ま

t
め
て
円
岐
に
振
り
込
み
ま
す
。

マ

聞

い

合

わ

せ

児

童
保
有
識
(
内

線

1
6
3
6
)

福
祉
医
療
費
給
付
金

新
し
い
受
給
者
証
に

••• 
7
月

i
日
闘
か
ら
、
一
悩
祉
医
療
費

(吋，
f
家
庭
・
父
子
家
庭
な
ど
)
受

給
資
桁
行
託
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

引
化
受
給
し
て
い
る
人
に
は
挺
祈

巾
前
月
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず

州
日
ま
で
に
山
中
前
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
祈
た
に
資
絡
が
午
.
じ
た
人
は
、

受
給
資
比
川
行
訓
交
付
中
川
什

.He佐
山

し
て
く
だ
さ
い
。

マ

受

給

資

格

的

年

分
(
千
成
」

年
}
の
所
制
税
が
非
課
税
の
人
マ

提
出
期
限

6
月

幻

自

仰

マ

提
出

場

所

児

主
保
育
課
(
本
庁
合

一
階

・

内
線

1
6
3
6
)

こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ

計
量
器
の
精
度
診
断

••• 
6
け

7
円
仰
は
計
註
記
念
日
。
市

で
は
、
』
の
日
に
ち
な
ん
で
、
体
混
計
、

'm
ek
p計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
な
ど
計

舟
慌
の
無
料
村
皮
診
断
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

6
川
刊
日
山
州
、
日
日
側
、

N
H
川
、
同
日

ω
(時
間
は
い
ず
れ

も
午
前

9
時

1
4
.
午
、
午
後

1
時

1

3
時
の

2
川

}

マ

と
こ
ろ

市
役

所
計
坑
検
任
室
(
西
庁
合

一
附
)

マ
問
い
合
わ
せ

商
工
謀
(
内
線

1

4
0
3
)
 

国
委新
員し
会い
委正

男豊
決蝋

長
ま
り‘監
ま

査
し弘委
7員

5
月

M
け
に
附
か
れ
た
臨
時
市
議

会
で
、
議
長
、
刈
議
長
、
服
代
委
員

お
よ
び
常
任
委
日
会
、
特
別
安
員
会
、

滋
会
)
池
山
門
安
円
以
会
の
安
川以
が
次
の

t

お
り
決
ま
り
ま
し
た
よ
倣
祢
略

・
。

は
委
U
H
μ

、
O
は・
川
禾M
H
H
M
M
)

マ
隊
長
小
山
川
俊

マ
刷
機
長
訂
作
決
議

マ
監
査
委
員
成
沢
体
制
也

常
任
委
員
会

(
何
則

2
2

マ
総
務
文
教
委
員
会

。
前
述
利
秋
、

O
小
山
向
山
仁
、
附

中
正
縦
、
品
川
沢
俊
子
、

小
泉
連
犬
、

池
上
一
巳
、
川
上
治
、
加
藤

一
幸

マ
産
業
経
済
委
員
会

。
矢
島
昭
入
、

O
手
塚
記
巳
、
桜
井

啓
吉
、
石
川
幸
、
閃
正
線
、
依

聞
知
恵
、
品
仙
川
町
引
け
て
今
井
正
昭

マ
厚
生
委
員
会

@
守
島
昭
夫
、

O
石
川
足
利
子
、
上

mm防
一
、
小
池
取
徳
、
よ
間
諜
山
内
f
、

成
沢
体
制
也
、
中
間
山
一
応
刀
、
小
山
正
俊

マ
建
設
水
道
委
員
会

。
七
川
崎
勝
利
、

O
品川純，
山之
、
日
制
沢

正
常
、
ぶ
野
光
附
、
附
同
地
帥
靴
、
訂

作
古
川
議
、
ヒ
版
淑

、
杭
し
官
同

+aFh
v

d
k
J
H
J
J'

特
別
委
員
会
一U
U
U
い
れ
川
J

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

。
石
川
幸
、

O
問
中
疋
媛
、
小
山

正
俊
、
石
作
活
一
義
、
石
川
美
和
刊
f
、

小
山
白
山
仁
、
加
藤

一h

て
今
井
正

問
、
占
問
主
典
f
、
依
削
知
必

マ
国
道
バ

イ
パ
ス
特
別
委
員
会

。
vr
野
光
開
、

o
k
m
m陥
て

小
山

正
俊
、
訂
作
況
義
、
内
総
見

一
、
阪

M
W
W
M
件
、
小
山
山
仁
、

t
係
官
応
、

公
ね
附
八
、

hm地
利
秋

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

@
池
上

一
じ、

o
h
M
沢
俊
子
、
小
山

正
俊
、
石
斤
取
議
.
松
崎
忍
二
、
川

t
川
刷
、
開
正
鋭
、
加
必
一
h

学、

上
度
勝
利
、
小
池
重
徳
、
関
延
陣
織

マ
地
犠
医
療
対
策
特
別
委
員
会

。
絞
井
啓
喜、

O
小
池
重
徳
、
小
山

正
俊
、
石
井
重
徳
、
成
沢
捻
也
、
寺

島
昭
夫
、

rr野
光
昭
、
甲
回
定
男
、

福
沢
正
章
、
雨
雲
典
子

マ
新
幹
幹
線

・
駅
周
辺
獲
備
対
策
特
別

委
員
会

@
小
・
浪
速
犬
、

O
関
正
線
、
小
山

正
.
俊
、
石
井
取
義
、
石
川
良
利
チ
、

成
沢
陣
日
也
、

b
f
h
川
昭
犬
、
手
陣
ゆ
必
じ
、

矢
h

同
昭
八
、
前
途
利
秋

議
会
運
営
委
只
会

。
川
上
治
、

O
M
M
沢
正
立
、
問
中

正
雄
、
小
山
片
山
仁
、
ぶ
野
光
昭
、

小
泉
述
夫
、
池
上

一
巳
、
高
速
利
秋

[14] 7 6. 

6月1日CIO-20日開テーマは「会社にトライ会社もトライ応援団は均
等法」この機会に男女雇用機会均等法についての認織を深めましょう。

広報うえだ5.

第8回男女雇用機会均等月間



皇太子殿下の「結婚の儀」により休日となり
ます。クリーンセンター(n⑫0606)のごみ
収集業務もそれに併わせてお休みします。

なお、市の施鍛などをご利用される湯合は、
あらかじめ確院の上、お出かけくださし1。

6月9日は休日に

• 
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す
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農
業
委
員

一
般
選
挙

投
票
日
は
フ
月
日
日

• • 
任
期
尚

f
に
伴
う
農
業
委
H
H会
委

け
は
.
般
選
併
が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。
却
し
く
は
次
り
で
制
介
し
ま
す
。

マ
告
示
日

7
川

l
H
川

マ

投

票

日

7
川
口

U
川

マ

問
い
合
わ

せ

進
学
何
日
用
委
討
会
事
崎
川
(
内

線
1
6
7
1
)

成

以

シ

ヅ

川

辺

町

出

一

小
林
ふ
ち

北
大
下

叩

…

-hれ
川
忠
太
郎

十
卜
什
川

別

…

hrι1t'
・
ト
し
、
山
中
'

J

U
，
•
• 

iuul
ι
T
μ
'

ー
イ
i
J

‘r
m仰

F
、d
o

--Bリ
，

.

.

.
 、
•• 
f川
崎

'
L

リA
W

‘l
i
-

-
i

J

1

 

1
i

d

-

-

F

 

桁
山
タ
ツ
ネ

ド
小
向

削

、b
t
H
M
l
￥
L

a--

J

l

l
J
b
T
Z
?
μ
制

H

f

e

，
.，

山
本
と
む

山
中
市
川

児

…

備

本

以

「

大

川
本

刊

…

治
木
市
岬
似

し
し
川
川
町
柳
町

引

…

川ん
-h
み
勺
，

r
鍛

治

町

附

…

小

沢

:

・

郎

長

人

口

…

ド
ム
恒
松
正
問

H

K

h

u

川

J

J

t

i

-

-

t

 

山
崎
山
献
し
仁
川
以
柳
川
別

…

!
日
的
川
町
山

中
之

条

約

…

川
村
山
・
j

み
す
ず
れ
北
初

…

小
川

H
治
み
寸
ず
向
上
附
刊

…

お

「公
害
」
の
ご
相
談
は

公
害
防
止
指
導
員
ヘ

-• わ
た
し
た
ち
の
健
康
や
環
境
合
守

り
、
公
守
山
に
附
す
る
問
題
の
解
決
と

ーボ
然
防
小
H

の
た
め
、
山
、
て
は
外
地
一
同

に
公
古
防
止
指
導
い
以
合
委
断
し
、

公

定
バ
ト
ロ
ー
ル
と
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

公

吉

問
題
で
お
側
り
の
か
た

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

?
川
、
公
刀
防
止
折
導
孔

に
な
・ら

れ
た
か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
政

称
略

・
任
則
は
千
成

5
年
l
川
l

n

i
平
成

7
年

3
n幻
日
)

マ

問

い

合

わ

せ

生

前

環

境

課

(

内

線

1
3
8
9
)

地区 氏名 電 E苦 自治会

東 宮日
手塚亙 22-1167 材木町

下谷弘和 24-2415 常入

Fz 高 4是正太 22-7186 泉平

手野方靖 22-1302 tw. IIJ 

司t llII 
中村事進 23-1860 鍛;台町

車畠谷津男 24-4060 ~宕町

一 成沢文雄 事まが丘
函 811 

22-1673 

図古島留吉 22-8162 

朝~新日ヶ-星E牧 1
城 下

有賀邦 夫 27叩 1426

小林事堅実日 24-2376 

1量 尻 宮崎 一 郎 27-3088 1ドド秋FFt之孟和尻条
母袋秋雄 22-8844535 1 
山崎綱雄， 27-07

}II 辺縫野尚明 27-44 ト~ ~ 

泉 国松沢 和 27-5420 }II辺町

茜川力男 24-8657 i言 国

竹内一郎 24-8586 

i五自神 川 高島利男 35-0239 

塚原液一郎 24-7917 

神科締本質 24-7370 

清水保 夫 24-3958 

中沢悦雄 21-1241 :!l 入

11 n 神キ本昭夫 27-2618 下 銀E

小林哲雄 36-2782 中吉田
一

38-3640 よ本郷中 lj図 'a'林忠良
金井勇治

38-45刷 卿箆下下東新合 之前2配郷組町図山
取 I墨田 溺波嘉正 38-3725 

宮原毘失 38-3497 

|富士山竹花秀緩 38-3332 

会田喜一 38-2370 

題 1孟回 春原道仁 38-5454 

宮沢久 38-5590 

glJ 所小林泉 38-5254 1 ~去

泉 清水利治 24-5847 小泉

減 思 主主島 一 男 31-2684 仁吉田

窓 ~ 
久保田定，台 31-2377 下室賀

島秀長 31-3798 上宝賀

よ小，魚悠 合薬嘉雄 27-0270 上国原

|六ケ村纏 倉升弘j!_ 22-5105 倉升

4時綱用水 宮崎傍馬 24-5328 秋和

選主体と鮮細lま次号で

-上田市公害防止指導員
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や
め
よ
う
・
や
め
さ
せ
よ
う

自
動
車
を
基
準
に
適
合
し
な
く
な
る
よ
う
改

造
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
や
め
て
く
た
さ
い
，

・
長
野
経
連
支
局
(
8
0
2
6
2
n
5
5
2
5
)

-
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
輿
昧
の
あ

る
話
に
な
る
と
『
自
を
輝
か
せ
る
』

人
が
多
い
と
思
う
。
実
際
、
そ
ん
な

状
況
で
「
目
が
蛾
い
て
る
ヨ
」
な
ん

て
言
わ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
・
・
・
。
特
別
、

そ
ん
な
意
義
を
し
て
い
る
人
も
い
な
い
だ
ろ
う

し
、
も
ち
ろ
ん
、
体
全
体
か
ら
宝
石
の
よ
う
な
光

を
絞
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
け
れ
ど
、
そ
の

人
を
見
て
、
話
し
て
み
る
と
、
な
ん
と
な
く
「
輝

い
て
る
」
と
い
う
の
を
感
じ
る
。
今
回
、
あ
る

取
材
を
し
た
後
、

ふ
と
、
そ
う
感
じ
た
。

ど
こ
と
な
く
、
『
締
い
て
る
」
人
っ
て
、
い

る
も
の
だ
。
た
と
え
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
周
り

か
ら
鯖
い
て
見
ら
れ
る
の
は
、
と
て
も
繁
敵
な

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
{
に
し
ざ
わ
)

制m・
<(~_ ;.1 

6月6回目1-1281土 今年度の標語は「危険物 その時その場が正念窃」
危険物の扱いにはくれぐれも注癒しましょう。 b消防本部 (~01J 9)危険物安全週間

-
別
所
温
泉

・
安
楽
寺
で
行
わ
れ
た
防
火
訓
練

に
立
ち
合
っ
た
。
こ
の
訓
練
は
、
『
焼
肉
に
あ
る

患
の
線
香
が
原
因
で
襲
の
山
林
が
出
火
、
国
宝

7

三
軍
港
に
延
焼
の
恐
れ
」
と
の
想
定
で
始
ま
つ

た
。
消
防
署
員
や
団
員
ら
の
彼
敏
な
行
動
は
、

6

完
て
い
て
心
地
(
失
私
?
)
よ
か
っ
た
。

.

.

庄
巻
は
、
港
の
周
り
に
設
置
さ
れ
て
い
る
敵

吃

水
口
か
ら
の

一
斉
の
放
水
。
「
シ
ユ
|
ツ
』
と
い

濯

う
激
し
い
音
が
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
三
重
篤
は
り

水
の
ド
ー
ム
に
よ
っ
て
、
し
っ
か
り
ガ
ー
ド
さ

上

れ
た
。
信
の
み
ご
と
な
そ
の
形
は
よ
り
強
調
さ

同

れ
、
幻
想
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
『
す
ご
い
/
総
に

ー

な
る
』
と
、
思
わ
す
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
一
気
に
切

っ
た
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
文
化
財
、
い
つ
ま
で

引

も
大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
。
(
せ
ま
)

日



6
月
は
汐
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
普
及
月
間
4

で
す

築共飼家
き存う族勤
ましと同物
したと様へ
よ情 にのの
う 操 よ愛関
。豊 り情心
力、、をと
な人も理
地とつ解
域動てを
社物 正 深
会としめ
をがく

マママ ・
'1:メミ犬犬
後はの を
jし毎放飼
1-Aしつ
一 散飼 て
日 歩-い い
以をは る

~ . 出はお噌 犬 に 1:。やか， 閉ま、すえ は したそめた， いす犬 すて、て つ の ま
L ~ 3合 。の め い i泣くた際 し次、r、、 ‘・・" 8わこ避 しま後だら Jょの

ーノ J 、....._ 2 7せ の 妊 ますまさ、ごい- ...... ヨ~ 6て期 ・す ?でい ゐ 。
d/ okFE問 去 。h 。れ注..."，.、 )間活 c勢 1fで と得意←、 注意持 j名 門 ; 

ザヂ{長 112 fPを L 
云丙ぞし い 。 I的 :t; ぅ
@線 。Z 2 リミZ 
1 1 南 て 射、

ノ
その場を
離れない

揚げ物は、

• ガスこんろ

消し忘れに注意
昨年、市内では30件の火災が完全し、そ

のうち 3件がガスこ んろによる火災でした。

カ。スこんろはJ大の こtを守って{皮うよ うlこ。

①治共の周聞に燃えやすいものを訴かない。

②妨げ物の最中は、その場を1i.1IT.れない。

③未使用のガス栓にはゴムキャッフ。を。

@ ひび割れやペたつくゴム作はJ!(1)幹え る。

⑤使用後は、元恰も必ず閉めるように。

-消防本部(ft③0119)
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